
 

令和 6年 9月 20日改訂 

 開始時刻である 8 時 00 分少し前に集合し、職員玄関入って右側の棚より、旗を取り出し（雨の日はレインコー

トを持参してください）下図を参考に 8時より交差点の旗振りポイントに立ってください。 

ポイントの優先順位は下図の数字をご確認ください。終了は④が 8時 25分、①②③⑤が 8時 30分です。 

 信号に従った誘導が大原則です。 

青信号の点滅は、赤信号とみなします。渡り始めたばかりの子どもは戻らせて、後から続く子どもも、確実に止

まらせましょう。 

 危険な横断をするような児童がいたら注意してください。 

 協力してくれた歩行者の方々、車両のドライバーの方には、「ありがとうございます」のお礼や会釈をお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※車を止めるときは 

旗を斜め 45度にあげる 
 

※雨の日は傘をささずに 
レインコートで行います。 
（レインコートは各自でご準備をお願いします） 

旗振り活動のやり方（マニュアル） 

旗振りが終わったら、出席簿の出席欄に○をしてお帰りください。 

ありがとうございました。 

～青信号のとき～ ～点滅から赤信号のとき～ 

旗がひらひらしないように 
体に添わせて立てて、片手で持つ 

（旗が見えていると、ドライバーの方にはまぎらわしい為） 

大きく 腕を広げ、子どもを 制止する 
子どもを渡らせるときは 

旗を水平にする 

▼☺マークがある所が立つポイントです。   ▼数字は優先順位です 



 

旗振りの流れ 
1. 設置のアルコールで手指を消毒後、旗振りグッズ置き場にある旗、防犯ベスト、レインコート（雨天時のみ）、

ご自身の貴重品を身につけ旗振り場所に立つ。手荷物がある方は職員室へ預けてください。 

2. 安全に注意し、旗振りをする。児童が横断中は旗を水平に、横断後はすぐに旗を下げる。 

3. 旗振りの時間が終わったらグッズを元に戻し、出欠簿に◯をつける。 

感染予防のため、共用する旗振りグッズ（旗、防犯ベスト）は使用前と使用後に必ず設置のスプレー、ウェ

ットティッシュなどで消毒をする。 

 

旗振りの方法 
 信号機に従って旗振りをしてください。 

 車道には出ません。たとえ横断歩道上であってもすぐに歩道に戻れる位置にいるよう心がけてください。 

 ご自身の安全管理と後方の車両に対して危険なため、走行中の車両は停めないようにしてください。 

 歩行者信号が青であっても、安全に横断できないと判断した時は、車両を停めるのではなく、児童を渡らせない

ようにしてください。 

 毎年 6 月に 1・3 年生を対象に行われる交通安全教室では警察官が「黄色信号と歩行者信号の青点滅は赤。渡ら

ないように」と教えています。 

 児童が横断中は旗を水平に、横断後はすぐに旗を下げるようにしてください。（※図を参照のこと） 

 危険な横断をするような児童がいたら注意してください。 

 歩道を歩く他の通行人に迷惑がかからないようにし、協力してくれた歩行者の方々、車両には感謝の気持ちで

「ありがとうございます」のお声や会釈をお願いします。 

 旗振り中の私語は慎みましょう。 

 毎月 5 日・15 日・25 日には鷺沼町会の方々が ④鷺沼パレス まえのポイントに立ってくれています。この日

は大樹生命前に立っていただくようお願いします。 

 

参加できない場合 
やむをえない理由で参加できず、代理をたてたり、交代が出来ない場合は参加できないと分かった時点でご連絡

ください。 

連絡方法①ミマモルメの欠席連絡メールに旗振り欠席と記入していただく。 

   ②学校へお電話でお知らせいただく。（どの職員でもお伝えいただければ対応します。）  ①②どちらか

でお願いします。 

なお、代理人を立てた場合は旗振りグッズ置き場にある「出欠簿」を速やかに書き換えてください。出席番号が

わからない場合はクラス・名字で構いません。 

 

※注意事項 
1. 幼児同伴の旗振りは非常に危険なため、できません。 

幼児を預けることが難しい場合や、やむをえない理由で参加できず、代理をたてたり、交代が出来ない場合は参

加できないと分かった時点でご連絡ください。 

2. 悪天候時（台風時など）の旗振りは、学校ＨＰ→学校からのお知らせ→「警報発表時等における臨時休業につ

いて」に準じて実施します。 

３．雨天時に使用するレインコートはご家庭から持参してください。忘れた場合は職員室へ声をかけてください。 

 

 

子どもたちの安全を守る為の活動にどうぞご理解・ご協力くださいますようお願い致しま
す。 


